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亀田　登与三郎
ApPlicability　of　Criterion　for　RE・Examination　of　Quake・Resisting
　　　　　　　　Characteristics　of　R．　C．・School　Buildings
Toyosaburo　KAMEDA
Abstruct
　　In　the　TOKACHI・OKI　earthquake　1968，　several　reinforced　concrete　school　buildings，　which　were
designed　according　to　current　building　regulations，　suffered　severe　damages．
　　Since　the　earthquake，　demand　for　re－examination　of　quake－resisting　characteristics　of　existing
buildings　has　been　called　and　the　related　works　has　been　carried．
　　In　this　report，　criterion　for　re・examination　of　quake－resisting　characteristics　of　reinforced　concrete
school　buildings，　which　is　to　be　proposed　by　the　architec亡ural　institute　of　japan，　was　applied　to　the
sufFered　buildings　at　that　time，　and　calculation　between　judge　value　and　grade　of　actual　damage　of
each　bu三1ding　was　surveyed，　and　applical〕ility　of　the　criter1on　was　discussed．
§1序
　1968年の十勝…沖地震では青森県下で，一部の鉄筋コン
クリート建物（RC造）がかなりの被害を蒙った。それ
以来，各所において既存のRC造の耐震性に対する再点
検が要望され，建設省においてはRC造の官公庁舎を対
象とした耐震性判定基準が作成された。
　建築学会では文部省の委託によりRC学校建築を対象
とする耐震性診断の要項にとりかかり，前記基準にもと
ずいたRC造学校建築耐震判定基準案がつくられた。
本調査は，この基準案による判定の妥当性を確める目
的で，十勝沖地震のさい，被害の大ぎかりた建物および
無被害にとどまった建物について基準案を適用して耐震
性の判定を行ない，判定の結果と被害程度の関連性につ
いて検討したものである。
§2調査内容
　2’1基準案による耐震性判定の概要
　耐震性判定基準案は建設地盤などの条件に関する判定
と上部構造に関する判定の2つからなるもので，上部構
造に関する判定には第1次判定から第4次判定まであ
り・判定作業はフルイ分け方式がとられている。すなわ
ち・1次判定から4次判定まで行なう途中で合格となれ
ば・その時点で判定作業を打切る。また，各次判定は各
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階，x方向（けた行方向）およびツ方向（はり間方向）
のそれぞれについて行なうものである。その内容は1次
判定では，これまでの震害経験から主たる耐震的要素で
ある壁が各階ごとにそれより上階の層数に応じてある程
度以上有することによって合格とするものである。2次
および3次判定では建物が保有する水平せん断強度と建
物重量との関係から層せん断強度係数を求めるもので，
この場合，2次判定では耐震要素となる柱・壁の断面積
から求めるが，3次判定では更に主筋量，せん断補強筋
量，有効せん断スパンおよび使用材料の性質等に応じて
求める。
　いつれも建物の層せん断強度係数が1以上すなわち，
建物が終局的にみて19に相当する水平力に対する強度
があれば合格とするものである。
　3次判定で，不合格となった場合には4次判定で，そ
の建物の地盤の卓越周期を実測し，建物固有周期との相
互作用から規定値の低減を行ない2次，3次判定を反復
する。
　3次判定では，かなり詳しい構造諸元を調査する必要
があるが，既存のRC学校建物で建設年が比較的古いも
のでは設計図書の保管されている場合が少ないため・耐
震要素となる柱・壁の主筋やせん断補強筋の配筋，使用
材料の強度等の調査には困難が予想される。
　このような場合を対象として3次判定では略算による
49．ユ0，20受理
判定方法も用意されている。
　この3次判定略算法では必要な構造諸元のうち，いく
つかの仮定値を用いたもので，本調査ではこの仮定の精
度についても検討した。
　2．2　判定の方法
　本調査では基準案を適用して建物の耐震性を判定する
場合，調査建物の構造諸元となる床面積，建物重量およ
び柱・壁の主要寸法等を実測し，これをデータとして電
算機（明治大学計算センターOKITAC　9050型）を使
用して1次判定から3次判定（略算）を行なった。図1
は本調査の判定作業のフローチャートを示すもので，デ
ータ1は各判定時に共通な階位置，方向，建物床面積，
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　　　　　　　　　建物重量等，データ2は各判定時に必要な構造諸元で，
1次判定では壁厚さと壁長さ，2次判定では柱および壁
のせん断力算定のために必要な断面寸法，3次判定では
柱のクリヤースパンによって柱の破壊モードが変るため
に柱のクリヤースパン等がデータとして与えるものであ
る。算定式の詳細は3．2を参照されたい。
　プログラムでは1次判定で規定壁量Lo（cm／m2）以上，
2次，3次判定ではそれぞれSBまたはSB’値が1以
上の場合に合格，3次の場合は1以下の場合でもそのま
まで判定を終っている。
　SB’が1以下の場合の判定結果に対する検討は後述す
る。
表1調査学校建物一覧表
調査学校陣在副建物規模睡設年 被害状況（被害程度）
A　高 校
B　商　高　校
C　小　学　校
D　小　学　校
E　大　　　学
F　工　高　校
青　森　県
上　北　郡
　　　　　m　　　　m
RC－3（81．6×9．6）昭38
短辺方向カベ多く，開口部
まわりにキレツ，長辺方向　（中破）
腰カベある柱せん断キレッ
??10
P0
??57
（??（???????????? ・召・7－39P1階柱圧壊を伴・キ・ッ
昭42　1倒壊
（中　破）
（倒　壊）
同　　上
同　　上
青　森　県
十和田市
同　　上
??????
校学小G
H　高 校
1　工　高　専
青墾県　　　　市八 F
同　　上
????RC－3（45．Ox10．0）
RC－3（45．0×10．O）
RC－3（20．5×13．5）
????RC－3（108．0×10．0）
RC－2（22．0×10．0）
RC－3（30．0×10．0）
昭38，38
　昭37
昭38，3g
昭39，40
半し撫美柱露悌断（中破）
昭41
え鹸悔：灘㌫せ（中破）
RC－4（70。0×15．0）
RC－3（108．0×10．0）
A棟　RC－3（83，5×10．0）
B棟　RC－3（83．5×10．0）
RC－3（72．0×9．5）
????RC－3（110．8×9．0）
RC－3（98．8×9．0）
RC－3（48．0×9，5）
昭41
昭38
昭42
昭42
昭35
昭39，41
昭38，41
昭38，39
糞騰旛鞘雛震力（中破）
長辺方向，腰カベとのつけ
ねで柱曲げキレツ廊下側柱　（中　破）
脚部せん断キレッ
1階柱せん断キレツ少 （中　破）
脚がせん断囎渤傾（中破一部倒壊）
剥皆欝灘騰せん断破（大破）
J小学校重寳暑 RC－・（46・7・…）1 1鰍害 （無被害）
K　高 校　　同　　上 RC－3（77．8×9．6）　昭39，42　無被害 （無被害）
・小学司同上 RC－2（42．　5×9．6）　　昭411廊下側1階柱翫断囎（・本）（小破）??????
校学小M
上
?
校学
?N
RC－3（96・・・・…）1・召・・，431無館 （無被害）
RC－3（70．0×10．0）昭・2・　43i無轄 （無被害）
上表中被害状況（被害程度）は十勝沖地震災害調査報告中「被害状況分類基準」による。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（208）
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次
??
｛．D
，、
?
、?
4?
」???
??
，
??
U?
?（??）
壁量の算定　（x，y方向共）
・ex・・炉・・一пC・・一Σ㌘
LX，　Ly≧Lo
柱の断面積の計算→ΣAc
壁の断面積の計算→ΣWl，ΣW2
せん断耐力の算定　ΣQ＝ΣQc十ΣQW　1十ΣQW2
Qc＝K・Ac，K＝5×（1－十ΣAc／〔ΣAc十ΣW1十Σ
　　W2〕／
QW1＝30・Σ、、1，　QW2－20・ΣW2
　　ΣQSB＝一一一～1．O　　w
柱のせん断スハン比の計算Rh＝h。／D
柱端部曲げ降伏する柱の
せん断力
Q1＝τ1・B・D→ΣQ1
　　壁厚さ（cm）
4x，2y　x方向，　y方向の壁長（cm）
A　床面積（m2）
Lx，　Ly　壁量（CIn／m2）
Lo：規定壁量（cm／m2）
Ac柱の断面積（cm2＞
W1　柱につく壁の断面積（CIn2）
W2　柱のつかない壁の断面積（c誰）
Q　層保有せん断力（ton）
Qc柱のせん断ノ」（ton）
QW1　柱．つき壁のせん断力（ton）
QW2柱なし壁のせん断力（tOll）
SB，　SBノ層保有せん断力係数
W建物重量（ton）
ho柱のクリヤースパン（cm）
D柱のせい（cm）
Rh：柱のせん断スパン比　（ho／D）
Q1柱の曲げ破壊時せん断力（t・n）
Q2柱のせん断破壊時せん断力（ton）
SB1柱の曲げモードによる層せん断力係数
SB2柱のせん断モードによる層せん断力係数
SB3　壁の層せん断力係数
柱のせん断補強による
せん断力
Q2　＝＝　T2・B・D→ΣQ2
SB1u《・・SB2＝T・SB3＝一一tt－W
SBノ；・SB1「－SB2十SB3　ΣQw＝ΣQW1十ΣQW2
耐震壁付柱のせん断力
QOFIO・B・D→ΣQo
図1　判定作業のフローチャート
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表2　十勝沖地震災害学校々舎の耐震性判定結果
「
調査学校名
（X印被害の著しい校舎）
xA高　校
B
商高校
????
RC　3
〃
?
???
?
＊｝
B棟i〃
階
???
????
　床
　面
　積
A（m2）
849
849
724
?
????X方向（桁行方向）
1次判定 12次判定
L／Lo
1，018
2，　037
2，905
???
合否 ??
SB　i合否
1．1
0．56
0．39
????
3次判定
SB’P合否
0．8
0．85
0．　64
OK
y方向（はり間方向）
6891・
1，378
574P　2・066
???
????1・．86
0．43
0．29
1次判定
C
小学校
棟
??
?
B棟
???2101
210?
180
????
〃
??
450
450
450
450
450
450
252
504
720
??
　540
1，080
1，620
??
　540
1，080
1ユ・620
　　　｝
??
ー
????1．4
0．69
0．46
L／Lo
2．3
2．3
2．2
D
小学校
OKI　2．1
　　1
C棟
棟
??
???
〃
??
???
????
202
202P
3041
242
485
810
??IN・
INO
lNO
????
B棟RC　2
C棟
xE大学
ec－F工高校
IA棟
RC　3
RC　4
RC　3
〃
?
1，036
1，036
1，036
209
260
3　　276
2　　282
11　282??
??
　450
1，050
1，050
1，050
1，130
1，130
1i　1，　OSO
3　　791
2　　791
11　835
撒
3，　836i
O．2
0．2
0．2
251
562
0．21
1．2
　t3311
　し669
948
　594
1，854
3，114
4，320
1，356
2，712
4，008
0．53
0．52
0．42
1．2
1．2
0．82
0．54
0．16
0．15
0．17
　　1　985「
　　1，935
2，936
0．71
0。71
0．45
????
??
????
????
????
????
1．0
0．51
0，38
1．7
0。84
0。56
1．1
0．54
0．36
1．8
0．9
????
????
????
??
0．651NO
　－　1
1．0　0K
O．54NO
O・37］NO
・．gl・K
0．94
0．63
2．4
L2
2．1
1．5
G
小学校
B棟 〃
????791
791
835
　985
1，934
2，936
0。72
0．92
0．58
1．4
1．1
1．5
0．74
0。52
2．4
1．6
1．0
0．65
0．98
0．49
0．30
1．9
0，98
0．66????2．1
1．1
0．70
??
????
????
????
????
????
2。5
2．5
2．0
・Kl
OK
o・8［一
1．7
0．82
0．　54
2．0
1．2
0．79
iOK
OK
OK
OK＊＊
・・6 P・・
0．711－
0．59　一
【???
2．5
2．5
1．7??
2．3
2．2
1．5
1．7POKI・．56
1・3」・Ki・・61
2．4
L1
0．78
2．6
1．9
1．1
0．　68
?? 1．3
2．3
1．6
????
1．・］
O．　771
0．57
　　1
OK
2．8
1．3
0．77
2．7
1．2
0．77
??
??
2．6
1．9
1．1
0．68??? ?
2。5
2．7
1．8
2．7
2．　6
1．7
合否????
????
lOK
OK
OK??
????
???
????
??
????
????
OK
OK
lOK
t ????
????
2次判定
副舗
｝・次判定
4．3
2．2
1．6
3．2
1．9
1．3
????
????
3．8
2．2
1。7
4．6
2．3
1．5??
巨・・
1．8
0，90
0．65
3．8
1．9
1．3
1．7
0．87
2．8
1．9
1．2
2．9
2．2
1．3
0．93
????
????
????
????
????
??
????
????
3．6bK
1．4
ユ．2
SB’1合否
3．7
1．8
1．3 ??
3．5
2．2
1．5
????
3．6
1．8
1．2
1．9
1．2
0．881
　　1
????
??
????
???
1・K
@OK
I・K
OKOK
OK＊＊
3．2
1．6
1．1
2．5
L3
3．1
1．6
1．0
2．8
2．1
1．3
0，83
4．1
2．1
1．5
??
iOK　　r
OKI　1・1
3．0
1．2
????
??
4．0
2．0
1．3
?????
????
??
????
????
????
????
??
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調査学校名
（ce印被害の著しい校舎）
ceH高校
1工高校
棟
??
??
棟
??
J小学校
K高校
L小学校
M小学校
????
RC　3
RC　3
〃
〃
RC　2
RC　3
RC　2
RC　3
N中学校 〃
階
???
??
??
???
A（m2）
732
732
684
建
物
重
量
W（t）
　878
1，757
2，578
998　1，246
998　2，362
・gsl’3・598
874　1，167????
??
?
304
514
496
444
444
X方向（桁行方向）
1次判定
L／Lo??合否???
2次判定
0．ユ1
0．11
0．07
SB合否
0．94NO
α47NO
O．35NO
2，345
3，524．
　531
1，174
1，852
　569
1，602
Noi・．7??
O，12NO
O．12NO
O．09NO
0．41
0．37
0．17
??
0．89
0．89
1．7
0．84
0．57
1．6
0．99
NOLO・63
3次判定
SB’
1．5
0．77
0．58
OK　　3．6
NO　　1。3
NO　　O．78????
????
2．4
1．0
0．72
2．0
1．2
0．71
合否
OK
??
??
??
y方向（はり間方向）
0．99
0．99
??751　901
75111，802
U’・i・，・・3．
0．26
0
0
??
????
2，4
12
1．7
0．71
0．47
1．5
0．75
??
????
1次判定
L／Lo
2．1
2，1
1．7
?
????
??
408
408
960
960
960
700
700
700
490　0．28
979　0．28
1，152　0
2，304　0
3，456　0
　840　0．65
1，680　　0．67
2，520　　0．64
??
????
????
2．4
1．2
0．79
2．7
1．4
1．0
1．7
1．7
1．2
1．8
1．8
1．8
3．4
2．6
1．8
2．8
1．5
2，1
1．0
0．66
OKI　2．6
　　1Noi　1・3????
????
3。0
1．6
1．0
3．0
1．5
1．0
??
??
??
????
??
2．3
2．3
1．5
1．5
1．4
2．8
2．8
2．3
2．3
1．6
3．5
3．5
・Kl…
合否????
????
????
????
??
????
??
????
????
・次判矧・次綻
SB
3．5
1．7
1．3
3．8
2．0
1．3
3．7
1．8
L2
合否i　SB’
???????
OK　　2．2
0K　　1．9
　　10Kl　1．2　　L－一一
1・．13．3??
｝…1・K
　2．4　0K
　1．7　0K
2．6
L9
2．5
1．3
1．1
4．5
2．5
???
5．1
2．7
1。9
??
????
??
??
????
1，6
1．1
4，9
2．3
1．5
3．4
L8
13．9
　1．9
　1．6
3．8
2．1
3．8
2．0
1．3
4．8
2．6
1．7
合否 ??
????
????
????
??
????
??
????
????
＊＊SB’〈1．0でもQ，＜Q2の条件でOK（基準判定より）
　2・3調査建物
　本調査でとりあげた建物は，十勝沖地震による災害建
物を日本建築学会編「1968年十勝沖地震災害調査報告」
中にある資料および他の参考資料にもとずいたRC学校
建物14校23棟である。
　調査した学校所在地，建物規模は表1に示す。
　なお，本調査では主として上部構造の耐震判定を行な
つたもので判定基準中の地盤条件に関する判定は含まれ
ていない。
　2・4判定結果
　表2は1次判定から3次判定（略算）までを合否にか
かわらず示したものである。
　調査にとりあげた各校舎はほとんどが学校建築に特有
な一文字平面形を示すので，はり間方向（y方向）には
教室とのさかいの間仕切壁にRC耐震壁が取入れられる
ために1次判定で合格となる場合が多い。
　また，2次判定における層保有せん断力係数の値は最
上階でSB÷3．5～5，0とかなり大きな値を示している。
最下階でも3次判定でほとんどの校舎はSB＞1で合格
を示している。
　一方，けた行方向（X方向）では，間仕切壁を設ける
ことができないため，1次判定の壁量に対する判定では
すべて不合格となっている。また，3次判定のSB’値に
ついてみると最上階では1．0以上で合格しているが，1，
2階ではSB’が1．0以下の場合が多い。
　また学校建築では各階とも同じ構造平面をもつことが
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多く，1階のSB，　SB’値が最小になるので判定は1階
について行なっておけばよいようである。
　調査建物のうち，構造図および計算書のある校舎につ
いては精算による判定をも行なった。表3は3次判定の
表3　3次判定SB値（精算値と略算値）
精算および略算によるSB値を示したものである。
§3　判定結果の考察
調　査建　物
A　高 校
C　小　学　校
D　小　学　校
トー－tt－一一一
C－1
C－2
C－3
D－1
D－2
D－3
E　大 学
F　工業高校
H　高 校
1　工
?
1－2
1　－3
階
???
???
??
????
??
?
??
??
????
??
??????
精算値　SB”
1．51
0．　83
0．71
2，32
1．42
1，01
2．42
1．32
1．　00
0．93
0，66
0．47
1．35
0．74
0．55
1．31
1．38
1．89
0．92
0．80
3．15
2．09
1．36
0．83
1．00
0．66
0．55
1．10
0．72
0．55
1．54
0．77
0．64
1．55
1．00
0．　66
略算値　SB’
1．81
0．85
0．64
2．43
1．21
0。80
2．43
1．21
0．80
1．66
0．82
0．54
1．68
0．　91
0．59
1．70
1．27
2．38
1．12
0．78
2．57
1．91
1．14
0．68
1．56
0，77
0．57
1．54
0．77
0．58
2．38
1．04
0．72
2．01
1．18
0。71
　3．1　調査建物の壁量
　各校舎の壁量を規定壁it　Loとの比で表2に示したが
調査した学校々舎は一文字平面形が多く，したがってy
方向，すなわち，はり間方向には教室間の間仕切を設け
ることが可能のため壁量も多く調査建物は，ほとんどy
方向では規定壁量五〇を越えている。一方，x方向（け
た行方向）では純ラーメンとなる場合が多く壁量がほと
んど得られない。
3．0
2．0
1．0
Ly／Lo
?→
　　0　　　　　　　　　　1．0　　　　　　　　　2．O
　　　　　　Lx／Lo
　　図2　調査校舎の1次判定による壁量
●
■
●
●　　　●
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?｛
疋
● 壁
● 量
● 範
囲
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●■　　　　●
o ■?
?
●
●
●
●
●
?
　図2は調査した建物の各階の壁量をx方向，y方向の
関係で表わしたもので，図中ハッチ部分は1次判定によ
る規定壁量範囲を示すものである。すなわち1次判定に
合格する範囲である。
　この図から調査した校舎の壁量はいずれも規定壁量範
囲外となっており．ほとんどすべての場合，壁量から
は，けた行方向の不足で1次判定は不合格となる。
　3．2　層せん断保有強度係数SB’（略算）とSBn（精
　　算）の関係
　既存校舎の場合，比較的古いものは設計図書がない場
合が多いので，3次判定では主として略箕による判定方
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RC学校建築の耐震性判定基準案の適用について
法をとっている。この場合・判定に必要な仮定値を用い
ているが，この仮定の精度を検討するために調査建物の
中で構造図のある場合は精算による3次判定も行なっ
た。
　層せん断保有強度係数SBは下式で求まる
　SB一ΣQ／π　　　　　　　　　　　　　　　（1）
　ここで　ΣQ：建物の総水平耐力，W：建物重量
　ΣQを求める場合2次判定では下式による。
　　ΣQ二ΣQ、＋ΣQω
　　　一一：・・（　　　　　Ac1十　　．4、＋Awl＋．4ω2）Ac，
　　　　十30Awi十20Aw2　　　　　　　　　　　　（2）
　ここで　Ac：その階の柱の断面積の和（cm2）
　　　　Awi：その階の柱付壁の断面積の和（cm2）
　　　　Aw2：その階の柱のない壁の断面積の和
　　　　　　　（cm2）
　3次判定では下式による。
　ΣQ一ΣQ，＋ΣQw
Σ9，は（？iとQ2のうち小さい方をとる
　Q1；2砥／ho
M・・＝＝…a・・ay・D・・…N．D
i　　　N1－　　BDFc）
　　　（但しN≦0．4B・1）・Fc）
Q・一
i0．043（Fc十180）　0．56Rh十〇．12）・…V・…P・
　　・・…あ〉・…BD
（2’）
（3）
（4）
（5）
Ql：柱の柱端の曲げ降伏によるせん断耐力（ton）
Q2：柱のせん断耐力（ton）
N：柱の軸力（ton）
Mu　：柱の曲げ耐力（t・m）
Fc：使用コンクリート圧縮強度（kg／cm2）
at：柱の主筋断面積（cm2）
Rh：柱のせん断スパン比（ho／1））
ay：主筋の降伏点強さ（kg／cm2）
ho：柱のクリヤー高さ（cm）
D：柱せい（cm）
Pω：柱のせん断補強筋比
B：柱幅（cm）
　Qw＝（Fc／6十3000p8）t・l
Ps：カベ筋比
t：ヵベ厚さ（cm）
1：カベ長さ（cm）
（6）
　3次判定略算式は下に示す仮定値を用いて（3）式，
（5）式はそれぞれ（3）ノ式，（5）’式となる。
Pt　・＝　at／BD＝O，6％，
　ρωζ0．159％（B・＝　40　cmに対して9φ＠200）
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σo＝N／Bl）＝＝　20　kg／cm2，　Fc；210kg／cm2，
σΨ＝3000kg／cm2
　（？i’＝47．16B●ヱ）／Rh
Q・’一i。56罐。12・・31）B・D
また（6）式は略算式では下式をとる。
　ΣQω篭Σ・30Awi＋Σ204ω2
（3）ノ
（5）ノ
　調査建物のSB値で3次判定による精算値SBt「と略算
値SB’を表3に示したが，図3は精算値と略算値の関係
を示したものである。
3．0
2．0
????????????????
●
●
●
● ●
●
●　・　● ??
●
● ●
o
● ●
●
●●
●
　　　　1．O
SB’の関係
2．0　　　　　　3，0
　『一一略算f直SB’
図3　3次判定による精算値SB「tと略算値
　この図からSB値が1．0以下の場合には精算値と略算
値はほぼ近い結果を示している。SB値が1．0以上では
略算値が精算値よりやや大きい傾向がみられる。
　このことは略算によって判定を行なった場合，判定結
果がややあまい結果となるが，SB値が1．0以下の場合
の数値が後述のように被害程度と関係があるので，1．0
以下では精算値，略算値ほぼ一致していることから略算
による判定法は十分利用することができるものと思われ
る。
　3．3　判定結果と被害状況
　3次判定によるSB値算定には建物の柱の破壊モード
が関係してくる。すなおち，柱の柱端の曲げ降伏に対応
するせん断耐力（3）式：（3），式と柱のせん断補強によ
るせん断耐力（5）式：（5）ノ式の2つのタイプになるわ
けで，建物について考えると両方のタイプの柱が混在す
ることがある。この場合，せん断先行タイプの柱の破壊
時には曲げ先行タイプの柱はまだフルに耐力を発揮して
おらず余力をもつことになる。
　そこで建物のΣ　SB値を求める場合に曲げ先行柱SB1，
せん断先行柱SB2および壁の場合SB3として，それぞ
明治大学工学部研究報告　No．29
れに各種の低減係数を乗じたSB’値（（7）～（10）式）を
求め，調査建物の被害状況を加味して判定結果の妥当性
を調べた。
　SB’a　一・　Z　SB　1十Σ　SB　2十ΣSB　3
　SB’b＝ΣO．5SB　1十Σ　SB　2十Σ　SB　3
　SB’c一Σα・SB　1＋Σα・SB　2＋Σ　SB　3
　SB’d＝β・Σ　SB　1＋ΣSB　2＋ΣSB　3
ここで　a＝Rh　min／Rhi
　　　　β＝　SB　1／（SB　1＋SB　2＋SB　3）
（7）
（8）
（9）
（10）
　上式でSB’aは曲げ先行，せん断先行柱および壁の
SB値を低減せずに合計したものSB’bは曲げ先行柱に
低減係数0．5を乗じたもの，SB’cは柱のクリヤースパ
ン比に応じて低減したもの，SB’dはΣSBに対する曲
げ先行柱のSB　1の比で低減したもので，調査建物につ
いてSB’a～SB’d値を，被害程度を考慮して示したの
が図4である。
1．5
、，1・°???
1．5
、’°????
SB急＝ΣSB1十ΣSB2十ΣSB3
」 う無被害および小被害校舎一●一被堂および倒壊校舎
NC3M L G2　E　K｝1・『lrC
⑪．6 　　　　　一@ ρ一鼈黶f一一一゜e．1し D2
ヤー一
BlC2B2D！ H　　A
SB’h；0．5ΣSR1十ΣSB2十ΣSB3
J
N L M
0．6－　　一　　一
一　一　一．一
K－c，ED，G，　　　　　　一一｛k－一一●一一一●一＝重一一一●一一hG1，pp
F
一一一b2 Bエ 12 B2 H　I3　Dl　AL　IfF
SB’＝Σα・SB1十Σα・SB2十ΣSB3
D3
?
?
?ー??
J
?】N
一
??
皐K??｛??????
?M　
一…●一一【一晒 F??D?BHA1312???〜??
???
3BS?十2BS?十?BS??；aBS
??
、　　　　　　　「　　　　　　　　　　剣
N　L　　　　　　　　　　　　　　　　　1
。．6　　D2－C・－K－MD・EG2－一一一　　＿＿一．　＿＿＿O－一一●一一一●一一一　　一一一　　一一一
ε；一嬉11・1・B・DIHIFAI・
単さからはSB’dがよいようである。
　またこの図よりSB’値がO・6程度以下になると被害
が大きくなる傾向がみられる。
§4　結 び
　既存のRC造学校建築の耐震性を診断する耐震性判定
基準案の適合性を調べるために，十勝沖地震による被害
および無被害学校々舎について基準案を適用して耐震性
判定を行なった。その結果
　i）　第1次判定では今回の調査建物は学校建築特有な
一文字平面形のために，はり間方向には教室仕切壁が耐
震要素として十分であるのに対して，けた行方向にはほ
とんど壁が存在しないため被害校舎，無被害校舎いずれ
も不合格となり，1次判定のみでは耐震性判定は不可能
である。
　ii）既存の校舎で比較的古い建設年の建物では設計
図書がない場合が少なくない。
　この場合，第3次判定では略算による判定法が用意さ
れており，調査建物に適用して判定した結果は，ほぼ精
算判定に近い結果が得られ，略算に用いた仮定値の妥当
性が確められた。
　iii）第3次判定を略算で求めた場合の層保有せん断
強度係数SB’は次式で表わすとよい。
　　SB’＝β・Σ　SB　1＋2］SB　2＋ΣSB　3
　　β・一ΣSB　1／（Σ　SB　1＋Σ　SB　2＋ΣSB　3）
　SB’値と調査建物の被害状況からみてSB’がほぼ0．6
以下でとくに被害が大きくなる傾向がみられた。
1．5???
S
図4調査建物の各SB’値
?
　グラフ上の数値は建物番号で実線は無被害および被害
の比較的小さいもの，点線は被害のかなり大きいものを
示す。
　図4よりSB’値により被害程度をよく分離判別でき
るのは，SB’CおよびSB’dであることが分る。式の簡
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